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Shizuoka Rofukukyo Dayori
New year

新年号
連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

労福協だより
（一社）静岡県労働者福祉協議会
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地区労福協事務局長の
リレートーク　No.15

事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

浙江省総工会特別友好訪中団報告
ロッキー奨学金授与式
「フードバンクふじのくに」法人化
全労済からのお知らせ

福祉基金協会からのお知らせ
ALWF
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（
一
社
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

理
事
長

吉 

岡　

秀 

規

　
「
3
だ
け
主
義
」と
は〝
今
だ
け
〞〝
カ
ネ
だ
け
〞〝
自
分
だ
け
〞と
い
う

考
え
方
で
す
。こ
ん
な
風
潮
が
広
が
る
と
殺
伐
と
し
た
社
会
に
な
り
ま

す
か
ら
、「
連
帯・協
同
」の
考
え
方
で
対
抗
し
ま
し
ょ
う
。

静
岡
県
労
働
金
庫理

事
長

古 

川　

正 

明

　

労
働
金
庫
の
理
念
は
、働
く
人
の
夢
と
共
感
を
創
造
す
る
協
同
組

織
の
福
祉
金
融
機
関
で
す
。そ
し
て
働
く
人
た
ち
を
中
心
に
広
く
地

域
と
の
連
携
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

全
労
済
静
岡
県
本
部

本
部
長

佐
竹　

功

　

毎
年
毎
年
、自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
る
中
、自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と

言
う
意
識
を
強
く
持
つ
と
同
時
に
、普
段
か
ら
の
様
々
な
備
え
を
し
て
お
く
こ

と
が
、防
災・減
災
に
繋
が
り
ま
す
。

静
岡
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

会　

長 

吉
田　

敬
哲

　

多
く
の
団
体
で
支
え
ら
れ
て
い
る
静
岡
方
式
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
。連
帯

と
連
携
を
強
め
、更
に
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

静
岡
県
労
働
金
庫理

事
長

古
川

正
明

（
一
社
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

理
事
長

吉
岡

秀
規

静
岡
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

会

長

吉
田

敬
哲

全
労
済
静
岡
県
本
部

本
部
長

佐
竹

功

共
感
で　

仲
間
を
作
り　

輪
を
広
げ

　
　
　
　

夢
を
手
に
す
る　

協
同
組
織

協
同
の　

原
点
回
帰
で　

吹
っ
飛
ば
せ

　
　
「
3
だ
け
主
義
」の　

悪
し
き
風
潮

富
士
山
と 

共
に
そ
び
え
る 

フ
ー
ド
バ
ン
ク

　
　
　
　
　

連
帯
強
め
て 

更
に
大
き
く

こ
の
ま
ざ
る　

災
害
多
し　

昨
今
の

　
　
　
　
　
　

無
保
障
な
く
し　

安
全
担
保
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（
一
財
）静
岡
県
勤
労
者
信
用
基
金
協
会

理
事
長

石
塚　

智 

昭

（
株
）静
岡
ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル

代
表
取
締
役
社
長

原　

健
二

　

景
気
の
実
感
は
湧
き
ま
せ
ん
が
、い
つ
も
人
知
れ
ず
自
分
を
支
え
て

く
れ
て
い
る
家
族
に
感
謝
！ 

ま
ず
は
身
近
な
小
旅
行
は
い
か
が
で
す

か
？ 

そ
の
お
手
伝
い
是
非
ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル
に
お
ま
か
せ
を
！！

（
公
財
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会

理
事
長

池 

冨 　

彰

  

静
岡
の
勤
労
者
自
主
福
祉
運
動
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
団
体
の
強
み

を
生
か
し
、「
連
帯
と
協
同
」で
進
ん
で
い
ま
す
。皆
さ
ん
、今
年
も
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
！

（
一
財
）静
岡
県
勤
労
者
信
用
基
金
協
会

理
事
長

石
塚

智

塚

昭

（
公
財
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会

理
事
長

池
冨

彰
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（
株
）静
岡
ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル

代
表
取
締
役
社
長

原

健
二

連
帯
と　

協
同
す
る　

静
岡
に

　
　
　
　
　
　

み
ん
な
で
創
る　

福
祉
社
会

消
費
税 

10
％
な
る
前 

か
け
込
み
で

　
　
　
　
　

そ
の
旅
先
で 

家
族
団
ら
ん

相
互
扶
助　

思
い
引
き
継
ぎ　

半
世
紀

　
　
　

設
立
の
意
志　

永
久
に
と
誓
う

　

本
年
は
1
9
6
5
年
の
設
立
よ
り
満
5
0
歳
を
迎
え
ま
す
。勤
労

者
の
生
活
環
境
も
様
変
わ
り
し
ま
し
た
が
、今
後
も
未
組
織
勤
労
者

の
保
証
機
関
と
し
て
相
互
扶
助
の
精
神
を
つ
な
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

年
金
住
宅
融
資
基
金
の
利
用
や
、年
金
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
さ
れ
た
ユ

ー
ザ
ー
の
皆
様
か
ら
、将
来
必
ず
役
に
立
つ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
日
々
勇
往
邁
進
し
ま
す
。

（
一
財
）静
岡
県
年
金
福
祉
協
会

専
務
理
事

新 

出　

繁 

博

年
金
は　

働
く
人
の　

支
え
な
る

　

共
に
歩
め
ば　

笑
み
を
も
た
ら
す

２
０
１
5

　

昨
年
は
、
4
月
か
ら
消
費
税
引
き
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
夏
場
に
は
急
速
に

持
ち
直
す
と
見
ら
れ
て
い
た
景
気
が
、
実
質
所
得
の
落
ち
込
み
な
ど
を
背
景
に
、

個
人
消
費
の
回
復
ペ
ー
ス
は
鈍
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
消
費
税　

％
導
入

は
先
送
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
円
安
で
大
手
輸
出
企
業
は
潤
っ
て
い
ま
す
が
、
中
小
企
業
の
景
気
は

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

改
善
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
上
、
御
嶽
山
噴
火
、
広
島
の
土
砂
崩
れ
、
県
内
に
お
い
て
も
台
風　

号

の
集
中
豪
雨
に
よ
り
静
岡
市
清
水
区
で
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
方
も
多
く
お
り
、

自
然
災
害
の
多
発
し
た
年
で
し
た
。

　

さ
て
、
新
春
を
迎
え
、
今
年
こ
そ
の
願
い
を
込
め
、
各
福
祉
事
業
団
体
の
代

表
者
の
皆
様
に
新
春
の
想
い
や
活
動
な
ど
を
詠
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

18
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度
に
し
て
い
き
た
い
。皆
さ
ん
が
社
会
人
に
な
っ
て
余

裕
が
出
来
た
ら
労
働
金
庫
を
利
用
し
て
欲
し
い
。そ
の

事
が
後
輩
の
ロ
ッ
キ
ー
奨
学
金
に
繋
が
っ
て
く
る
。」と

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、ロ
ッ
キ
ー
奨
学
金
を
生
み
出
し
た
、労
働
金
庫

の
古
川
理
事
長
は「
労
働
金
庫
は
利
益
を
追
求
し
て
事

業
を
行
っ
て
い
な
い
。剰
余
が
あ
れ
ば
、会
員
や
社
会
貢

献
な
ど
に
使
っ
て
い
る
。労
働
金
庫
が
普
通
銀
行
と
は

違
う
事
を
理
解
し
て
欲
し
い
。こ
の
奨
学
金
を
利
用
し

勉
学
に
励
み
、社
会
に
出
て
か
ら
良
い
仕
事
を
し
て
日

本
の
社
会
に
役
立
つ
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
。」と
激
励

し
ま
し
た
。

　

挨
拶
の
後
、奨
学
生
全
員
に
吉
岡
理
事
長
よ
り
奨
学

金
の
目
録
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
に
各
大

学
代
表
の
奨
学
生
か
ら
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
る
大
学
の
学
生
は「
家
庭
の
経
済
環
境
が
厳
し
く

大
学
進
学
を
諦
め
て
い
た
が
、母
が
大
学
進
学
を
勧
め

て
く
れ
た
。厳
し
い
家
庭
環
境
で
あ
る
が
私
の
気
持
ち

を
く
み
取
っ
て
く
れ
た
母
に
感
謝
す
る
。ロ
ッ
キ
ー
奨

学
金
を
頂
き
家
庭
の
経
済
的
な
負
担
も
軽
減
で
き
る
。

奨
学
金
を
頂
い
た
こ
と
に
よ
り
、勉
学
に
対
す
る
意
識

も
高
ま
り
、こ
れ
か
ら
も
前
向
き
な
気
持
ち
で
取
組
ん

で
い
け
る
。」と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

奨
学
金
の
募
集
は
春
・
秋
、毎
年
2
回
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
春
に
は
ま
た
奨
学
生
の
募
集
を
し
ま
す
。ま
た
、

対
象
大
学
を
拡
大
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。今
後

と
も
県
労
福
協
は
家
庭
環
境
が
厳
し
く
、学
業
優
秀
な

大
学
生
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

第10次

特別友好訪中団報告

　

中
国
浙
江
省
と
は
1
9
9
4
年
か
ら
相
互
訪
問
を
行
っ
て

来
ま
し
た
。今
回
、　

月　

日
〜　

月
2
日
に
池
冨
団
長
は
じ

め
6
名
で
の
訪
中
団
と
し
て
交
流
し
て
来
ま
し
た
の
で
、交
流

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

月　

日
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
を
訪
問
し
、工
場
見
学
と
会
社

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。主
な
内
容
は
、「
主
に
洗
濯
機
を
製
造

し
、2
0
1
2
年
で　

年
を
迎
え
た
。生
産
量
は　

年
間
で
3

倍
の
年
間
3
4
0
万
台
、売
上
は　

億
元
か
ら　

億
元
に
な
っ

た
。従
業
員
は
2
9
1
0
名
で
、開
発
・
製
造
・
販
売
す
べ
て
中

国
人
が
行
っ
て
い
る
。中
国
向
洗
濯
機
は
大
き
め
で
、色
を
シ

ル
バ
ー
に
変
え
る
だ
け
で
高
く
売
れ
る
。」ま
た
、「
泡
が
立
つ

こ
と
が
必
要
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　

昼
食
後
、杭
州
市
勤
労
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま

し
た
。勤
労
者
向
け
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

提
供
す
る
セ
ン
タ
ー
で
す
。主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。①

対
象
の
勤
労
者
は
3
0
0
万
人
で
、訪
問
は
1
日
に
1
0
0
人

程
度
②
資
金
は
、医
療
は
基
金
か
ら
、そ
の
他
は
寄
付
金
③
学

校
に
行
け
な
い
学
生
に
対
し
て
の
資
金
提
供
④
弁
護
士
に
よ

る
法
律
相
談
⑤
苦
情
相
談
も
多
く
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
隣
接
す
る
手
芸
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
ま
し
た
。こ
こ
で
は
障
が
い
の

あ
る
勤
労
者（
特
に
心
の
関
係
）が
、七

宝
焼
き
等
の
細
か
な
作
品
を
少
し
ず
つ

丁
寧
に
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、総
工
会
の
保
養
所
に
て
表

敬
訪
問
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
執
り
行
い

ま
し
た
。総
工
会
の
出
席
者
は
戴
常
務

副
主
席
、曹
副
主
席
、王
氏
、蒋
氏
、陸
さ

ん
、陳
さ
ん
で
、双
方
の
メ
ン
バ
ー
紹
介
を
行
い
、各
代
表
よ
り

近
況
報
告
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

戴
常
務
副
主
席
か
ら
次
の
取
組
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

①
主
席
が
変
わ
り
変
化
が
見
え
、組
合
も
革
新
し
た
。②
基
礎

と
な
る
単
組　

万
の
建
設
。③
労
働
者
の
権
利
を
守
る
。④
労

働
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
総
工
会
に
セ
ン
タ
ー

を
持
つ
。⑤
医
療
援
助
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
。⑥
組
合
員
の

実
力
を
高
め
る
。

　

池
冨
団
長
か
ら
は
、活
動
の
原
点
は
職
場
に
あ
る
こ
と
、今

後
目
指
す
も
の
と
し
て
、地
域
貢
献
、仲
間
の
輪
の
広
が
り
、本

気
に
な
る
こ
と
等
を
訴
え
、日
本
の
少
子
高
齢
化
等
の
社
会
環

境
、組
合
組
織
率
の
低
下
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
行
い
白
酒
で
乾
杯
を
し
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
中
は
日
中
関
係
の
悪
化
、Ｐ
Ｍ
２
．５
、食
品
偽
造

な
ど
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
入
っ
て
く
る
情
報
は
余
り
良
い
も

の
は
な
く
、多
少
不
安
な
気
持
ち
で
の
訪
中
で
し
た
。訪
中
し

て
い
る
間
に
は
日
中
関
係
悪
化
の
影
響
は
杭
州
、西
安
、上
海

の
街
並
み
で
は
感
じ
取
れ
な
か
っ
た
で
す
。国
と
国
と
の
関
係

は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、民
間
レ
ベ
ル
の
交
流
を
深
め
て
、政

治
的
な
問
題
を
徐
々
に
解
決
で
き
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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池
冨　

彰　

団
長　
　

連
合
静
岡
会
長

加
藤
明
生　

秘
書
長　

県
労
福
協
事
務
局
長

吉
田
敏
明　

団
員　
　

静
岡
県
労
働
金
庫
執
行
役
員

石
田
公
博　

団
員　
　

全
労
済
事
業
推
進
部
長

内
田
経
子　

団
員　
　

連
合
静
岡
副
会
長

笠
原
賞
憲　

団
員　
　

連
合
静
岡
執
行
委
員

　
　

月　

日
、ロ
ッ
キ
ー
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
ロ
ッ

キ
ー
奨
学
金
の
第
５
回
目
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ロ
ッ
キ
ー
奨
学
金
は
労
働
金
庫
特
別
利
用
配
当
金
か

ら
拠
出
さ
れ
2
0
1
0
年
6
月
に
創
設
し
た「
地
域
役

立
資
金
」の
内
、県
労
福
協
が
管
理
し
て
い
る〝
人
づ
く

り
資
金
〞の
一
定
金
額
を
基
金
と
し
、そ
の
運
用
益
を
活

用
し
た
奨
学
金　

万
円
を
給
付
す
る
制
度
で
す
。ま
た
、

奨
学
金
の
対
象
者
は
、静
岡
県
内
に
在
住
も
し
く
は
企

業
な
ど
に
勤
務
す
る
勤
労
者
の
子
弟
で
経
済
的
支
援
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
学
生
で
、い
ず
れ
の
学
生
も
各
大

学
か
ら
推
薦
い
た
だ
い
た
優
秀
な
方
達
で
す
。

　

今
回
の
授
与
式
で
は
常
葉
大
学
、静
岡
理
工
科
大
学
、

静
岡
産
業
大
学
か
ら
、9
名
の
奨
学
生
を
募
集
し
、成
績

優
秀
な
方
を
推
薦
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
当
日
は
都

合
に
よ
り
3
名
欠
席
）

　

冒
頭
、県
労
福

協
の
吉
岡
理
事

長
は「
社
会
が
厳

し
く
な
っ
て
い

て
、勉
強
を
し
た

く
て
も
出
来
な

い
方
が
増
え
て

い
る
と
聞
い
て

い
る
。ロ
ッ
キ
ー

奨
学
金
は
ま
だ

発
足
し
た
ば
か

り
の
制
度
で
あ

る
が
、多
く
の
皆

様
の
役
立
つ
制

25

11

20

ロッキー奨学金
授与式

Rocky 
scholarship

浙江省総工会
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認証を受ける木下副理事長

労働金庫から
寄贈された軽自動車

認証の通知書

〜

【募集作品】絵画・書・写真・手工芸・コンピューターグラフィック
【応募資格】静岡県内の勤労者【作品受付】労働金庫本支店・全労済県本部及び各共済ショップ・静岡県労働者福祉協議会

●主催／静岡県労働者福祉協議会・静岡県下各地区労働者福祉協議会・静岡県労働者福祉基金協会　

●後援／連合静岡・静岡県・静岡市・静岡新聞社・静岡放送
●協賛／静岡県労働金庫・全労済静岡県本部・県生協連・年金福祉協会・勤労者信用基金協会・

　　　　　ユニオントラベル・退福協・ろうきんグリーン友の会・ライフサポートセンター友の会

平成27年4月8日㈬ー4月12日㈰ グランシップ展示ギャラリー 

静岡県勤労者総合美術展
第65回

TEL054ー221ー6241　Eメール　：　rofukukyo@mx1.s - cnet .ne . jp

静岡県労働者福祉協議会（静岡市葵区黒金町5-1勤労者総合会館内）

問合せ先

展示期間

展示会場

Workers Art
Exhibition 2015

出品料は
無料です

全ての作品を
展示します

出品者全員に
参加賞を進呈

bition 2015

出品料は 全

中中作作 品品募募 集集
【募集期間】平成27年2月23日月▶3月13日金

Picture
 

taking

　「フードバンクふじのくに」は、まだ安
全に食べられるにもかかわらず処分さ
れてしまう食料を、企業や個人から寄贈
を受け、生活困窮者等、支援を必要とし
ている人に適切に配るフードバンク事
業を地域の仕組みとして確立させ、相互
扶助の社会作りを目指す事を目的とし
て５月19日に設立されました。設立当
初より法人化を目指してその準備を進
めて来ました。
　特定非営利法人の認証は政令指定市
とその他の市町では違っています。政令
指定市は市で認証を行い、その他の市町
は県が認証するようになっています。
　「フードバンクふじのくに」では６月
23日に静岡市に申請した「設立認証」
が、９月24日に認証を無事受ける事が
出来ました。その後に、静岡地方法務局
に法人登記を行い10月７日に法人登記
の作業は終了しました。５月19日に、設
立総会で静岡県労働金庫から軽自動車
の寄贈の目録をいただいていましたが、
法人登記が終わった11月11日に念願の
軽自動車が納車されました。いただいた
軽自動車を大事に使い、食品の受け渡し
に活用させていただきます。
　「フードバンクふじのくに」は多くの
方にご理解いただき、多くの米、缶詰、乾
麺などの食品を寄贈していただいてい
ます。11月末現在では総入庫食品量は
12トンで総出荷量は9トンです。入庫の
関係は地区労福協等が実施したフード
ドライブの食品の寄贈もありますが、企

業からの食品の寄贈も増えています。現
在企業との食品寄贈は同意書を交わし
た５企業となっています。
　食品の支援先は県内の各市町の福祉
課、各社会福祉協議会や福祉団体などで
す。
　現在は受け渡しの関係があり、中部地
区の団体が73％になっています。
　今後、寄贈食品が増えてきた場合、多
くの課題があります。まずは食品を保管
する倉庫の確保。「フードバンクふじの
くに」にはフォークリフトもありませ
ん。企業からの大量の寄贈の場合は総動
員で作業を行っています。寄贈された食
品を一品ずつ賞味期限ごとに確認して
の区分作業や支援先ごとの食品の仕訳
作業が増大してきますのでその作業を
行う方の確保などがあります。
　今年度は、福祉基金協会や県労福協か
らの寄付金や日本福祉医療機構からの
補助金があり何とか運営は出来ますが、
次年度以降の運営基盤を安定化させる
ためには、会員や賛助会員・企業の確保
が必要になってきます。
　多くの皆様のご理解・協力をお願いい
たします。

「フードバンクふじのくに」
法人化する

全労済静岡県本部からのお知らせ

保障のことなら

〔静岡県労働者共済生活協同組合〕
全労済静岡県本部

全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、組合員のみなさまの安心とゆとりある暮らしをめざしています。出資金をお支払いいただいて組合員になれば、各種共済をご利用いただけます。

①「台風18号(2014年10月6日)」および「台風19号(同10月14日)」の
　対応状況について

台風 18号　進路図

出展：気象庁HP

　近年毎年のように大きな自然災害が日本各地を襲っております。
　静岡県では昨年も大きな2つの台風(18号・19号)の被害に見舞われました。
　本紙面をお借りして、被災された皆さまに改めてお見舞い申し上げます。
　今回の台風の特長は「大雨」。屋根や雨樋等の損壊に加えて、静岡市清水区の
一部の地域を中心に、大雨による「浸水」が多発しました。通常の現場調査は、被
災組合員から連絡をいただいてから調査に伺いますが、浸水エリアが特定されていたこともあり、全労済静岡県本
部としては初の試みとなる、「一斉訪問調査活動*」を実施しました。
　2014年12月3日現在、2つの台風合計で501件の被災連絡を受け付けました。現場調査が必要な件数に対す
る調査完了率は約95％、お支払共済金総額は1億5,421万円となっております。(下記参照)

②火災共済「事業開始60周年」
　1954年、「相互扶助」「協同・連帯」の理念にもとづき、労働者自らの手で生活防衛を行なうために、
火災共済事業がスタートしました。事業開始直後は1口のみの加入で掛金は年100円、保障は全焼で
15万円という小さなものでした。
その後、1955年の新潟大火や1995年の阪神大震災、2011年の東日本大震災など、いくつもの大きな災害を
経験しましたが、助け合いの輪が広がり、今では最高600口(6,000万円)の
保障で1口あたりの年掛金も70円でご利用いただけるようになりました。

③「火災共済商品改定」について
　そして2015年2月、火災共済は「住まいる共済」としてリニューアルします。
　建物構造区分をこれまでの「木造」「耐火」の2区分から、「木造」「鉄骨・耐火」「マンション」の3区分に変更する
こととあわせて、3つの新しい特約を新設するなど、組合員の皆さまの信頼にお応えできる内容となる予定です。
　現在ご契約いただいている方々はもちろんのこと、まだご利用いただいていない方々も全労済の新しい火災
共済「住まいる共済」にぜひご期待ください。

＊一斉調査訪問活動：被災連絡をいただいたご契約者宅の訪問に加えて、まだ被災連絡をいただいていない近隣にお住まいのご契約者宅にも
　　　　　　　　　訪問し、被害の状況を確認させていただく活動。

台風18号・19号
全国および静岡県本部の状況
（2014年12月3日現在）

被災受付件数
現場調査必要件数
現場調査完了件数

静岡県本部
500件
405件
381件
288件
222件

4,199万円
1億1,222万円

全国　　
4,064件
3,688件
3,292件
2,647件
1,823件

2億6,267万円
4億8,573万円

第三者に対して、
加入者が法律上の
賠償責任を負った
場合の保障です。

火元となった
際の類焼先の
損害に対する
保障です。

盗難により家財に
発生した損害
に対する
保障です。
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お支払い件数

お支払い金額

火災共済
自然災害共済
火災共済
自然災害共済




